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ࣾは、༷ʑͳのソフトウェア開発を手͕けている。ຊ
事業の「真空ポンプ異常検出装置」の開発は、͕ࣾࢀ加し
ている「いΘて導体関࿈産業集ੵଅ進ٞڠձ」の中の「
導体製造装置メンテφンスࢀ入研究ձ」において出された現
場のʠʡ͕き͔ͬけで͋ͬた。「導体製造装置メンテφン
スࢀ入研究ձ」とは、地域企業͕࿈ܞし、導体製造装置
のメンテφンスに地元企業としてࢀ入をଅす活動で͋る。

導体製造装置に付ਵして設置される真空ポンプは、設置
ଟ 、͘Քಇؒ࣌いため導体工場では、定期的ͳ
メンテφンスによりނোをະવࢭしていた。·た、ނোの༧
ஹで͋る、異常Իや異常ৼ動の検͕Մ能で͋れ、メンテ
φンスप期をԆすことや突વのނোによる真空ポンプのՔಇ
ロスを減গさせること͕できるとߟえていた。

ۙ、異常Իや異常ৼ動を検出するセンサー付きの真空ポ
ンプや検器自体͕ൢചされ࢝めている͕、高ֹͳこと͋り
導入に౿みきる工場はܾしてଟ は͘ͳい状گで͋る。異常Ի
や異常ৼ動の検出装置は、真空ポンプのԆ໋化にد༩する装
置として、धཁ͕ݟ込·れると断し開発に取り組Μͩ。

1. 実施した経緯

2. 実施した内容

ࣾは、「研究ձ」ձһで͋る導体製造工場͔Β、真空
ポンプの異常に関するฉき取り調査をߦい、これを基に試作

Ռ
試作機５台を製作。半導体製造工場で
の試験設置により、異常な振動と音の
検知を確認。また、この異常データの
分析により、２号機製作への改善点な
どの検討を行うことができた。

Ңܦ
当社が参加している「半導体製
造装置メンテナンス参入研究会」
において、真空ポンプの異常振
動と異常音を検出する機器の必
要性が検討課題として出された。

༰ࢪ࣮
半導体製造工場などで使用される、真空
ポンプの異常を検知する装置とソフトウェ
アを試作。また、この試作機を実際に半
導体製造工場内の真空ポンプに設置し、
検知状況を確認し分析した。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

̎ࣾでධ価試ݧを実ࢪした݁Ռ、̍ࣾではリアルタイムで
異常を検出できた͕、ଞࣾで異常は検出されͳ͔ͬたためデー
タをղੳしたとこΖ、ਖ਼常動作ൣғ内でՔಇ中で͋ること͕確
ೝされた。

·た֎部通にͭいては、LED ランプの໓、ブβーによ
る通はਖ਼常で͋ͬた。ແઢ̡̖ ̣による通は、使用するप
波͕̎ࣾの工場内ن定により試ݧはߦえͳ͔ͬたこと͔Β、
ࣾ内でのص上試ݧにより作動͕確ೝされた。異常検出࣌の
ৼ動とԻڹデータは、メモリーカード内に̍ສճのデータ
をهできるよ ソ͏フトウェアの設計มߋをͬߦた。検器の
ハード部の形は、取り付け࣌の簡易ͳ設置を目的とし、マグ
ネット式の加速度型ৼ動ピックアップとピンチタイプのコンタク
トマイクを真空ポンプに取り付け、電ݯを入れると同࣌に基४
データを基に測定͕スタートする仕༷とした。

試作機の製造において、異常の検出と֎部への通は目
ඪ通りの成Ռをڍげること͕できた͕、ޙࠓの改善ݟえ
た。コスト面の՝で͋ͬた。ॳは̍͋たりの目ඪ価格を
̑ສԁҎԼとしていた͕、設計࣌に価格の高い、高性能ͳ加
速度型ৼ動ピックアップをબ定してし·ͬたため、̍͋たり
�� ສ̓ઍԁと目ඪを大෯に上ճることとͳͬた。実ࡍに取ಘ
したৼ動とԻڹのデータを確ೝしたとこΖ、ৼ動の発生に
いԻڹとͳること͔Β、加速度型ৼ動ピックアップとコンタクト
マイク͕࿈動していることにண目し、高ֹͳ加速度型ৼ動ピッ

現在、ৼ動、Իڹใをײし、異常をΒせる装置の市
ൢ品は̍͋たり��� ສԁલޙと高ֹで͋ること、異常を検
するための事લ設定に手͕͔͔ؒること、設置Օ所͕ݶΒ
れること等͔Βଟの真空ポンプをඞཁとする導体工場で
は導入しに い͘状گに͋る。低価格で設置容易ͳ異常検出
装置の成は、ेͳधཁ͕ݟ込·れる。·た、ຊ事業によ
り開発する装置や異常を検する手法のߟえ方は、真空ポン
プの΄͔、エアコンの室֎機等に適用され、কདྷは෯い
ൣғの製造業をターήットとすること期される。

ࣾの試作̎߸機は、平成 2�  �2 ݄に開࠵される「セミ
コンジϟパン」に出ల༧定で͋り、Ϣーβーの応をݟ極めͭ
ͭ、さΒͳる改良にめ平成 2� 中の商品化を目ࢦしている。

産業機械

個別に依頼を受けてのオーダーメイドのソフトウェア
開発等

機の開発にண手した。真空ポンプの異常は、ओにモーターຊ
体やポンプ自体のܦྼ化͕原Ҽで͋ること͕ଟ োにނ͘、
ͳるときとはモーターຊ体やポンプ自体͔Β異常Իや異常ৼ
動͕発生することと理ղしていた。このこと͔Β試作機は、真
空ポンプのԻڹ、及びৼ動の異常をײし、ײしたࡍは֎
部へ通できる仕༷とした。

試作機の開発に͋たり、Ի͕ڹ専で͋る伊藤ࡾݑ岩手ݝ
立大ֶ໊༪教त͔Β異常Ի検出に関してのアドバイスを受け、
これを基にソフトウェアの開発をͬߦた。·たハードウェアは、

「研究ձ」のࢀ加企業に֎注して製造した。
試作機におけるৼ動ใは、一方向のৼ動を検するセン

サーで͋る「加速度型ৼ動ピックアップ」、Իڹใは「コン
タクトマイク」を採用した。ৼ動ใとԻڹใは同ؒ࣌͡に
同࣌に取ಘし、この取ಘใはデジタル信߸へมされ、ط
に設定して͋るਖ਼常ൣғをえた場合に異常として検出
し、֎部へと通される。異常を検したࡍの֎部への通
方法は「LED（ランプの໓）」、「ແઢ LAN（パソコンへの
通）」、「ブβー」の̏छྨをߟ案した。·た、異常を検し
たࡍのৼ動やԻ、ղੳデータをメモリーカードにهできるよ
͏設計され、検装置自のৼ動やྡ接する真空ポンプのৼ
動にྀした。̑の試作機を製造し、「研究ձ」のࢀ加
企業̎ࣾの工場に͋る真空ポンプに試作した検器を設置し
ධ価試ݧをͬߦた。

クアップを使用せͣ、҆価ͳコンタクトマイクのみを使用する
こととし、̍̑ສԁとい͏目ඪ価格をクリアするಓ筋͕ݟえ
てきている。

ॳ、試作する検出器のサイズは、容量 �5�ὖҎԼ、ॏ
量 3��g ҎԼを目ඪとした͕、異常通とຊ体で͋る検器
をૢ作するリモコン BO9 を加することとしたため、目ඪサ
イズを大෯に上ճる݁Ռとͳり、ハードウェアの設計มߋؚ
め改良をଓけている。試作機の設置のࡍにピンチタイプで͋ͬ
たコンタクトマイクをマグネット式にして΄しいとのཁ͕ձһ
͔Β出された。

異常検出装置の試作１号機。ブザーと LEDランプの点滅、無線 LANで異常を通知する。

水道の流量管理や監視カメラの制御など、クライアントの
オーダーに合わせたソフトウェアの開発を手がけている。

加速度型振動ピックアップと圧電型簡易マイクで異常を検知する。 ハードウェアの概念図。
真空ポンプ異常検出装置開発のメイン
スタッフ、小原幸悦さん。
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